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日本とオーストラリアの
関係の重要性・その将来
法眼健作
外務省で私の所属しているところは太洋州諜と言い，オーストラリ
7，ニュージーランド，及びパプ7・ニューギニ7より東でタヒチより
西の南太平洋諸国（パプ7・ニューギニ7, 7ィジ ，ソロモン諸島，
ナウル，ニュ へプリデス， トンガ，パヌアツ等）に関する政治経済関
係を担当している。今日は豪州の外交政策，持に豪州と日本との関係に
ついてお話ししたい。
I 
オーストラリアは，かつては英連邦諸国の中でもっともイギリスに近
い固と言われたが， 1960年代のイギリスのヨーロッパへの接近，すなわ
ち1967年のスエズ以東の軍事引き上げやEC加入等を経て，民族・歴史
・宗教・人種的にはイギリスと強い連帯を保ちながらも，経済・政治・
軍事的には独自の道を歩むことになった。 1970年代に入り，ベトナム戦
争終結後の合衆国のアジア離れも一つの原因となり，加えて経済問題に
しても欧米よりアジア・太平洋地域との交流が拡大しているという事実
から，オーストラリアはアジ7・太平洋地域の中で生きていくことが国
益にか辛うのであるという認識カ形成されてきた。この方針は1975年に
労働党内閣であるところのホイットラム内閣において決定的となり，現
在の自由党・国民党の連合内閣によっても引続き強〈表明されている。
以上が過去20年間の歴史の流れを一口で言ったものといえるが，現在
のオーストラリアの対外政策は，アジア・太平洋の中に自らの生存を見
オー ストラリアの対外政策 89 
出していくということに加えて，国の安全保障という観点から合衆国と
の友好親善を促進する，合衆国との安全保障上の関係をより緊密に保持
していくということを今一方の大き寺桂としていると言えよう。ここに
はオーストラリアが，自由陣営の強大な一員であるという認識，すなわ
ちアングロ・サクソン国家として近代自由主義経済を担う西欧民主主義
社会の一員であるという意識を強く見出すことができょう。
又オーストラリアのアジ7・太平洋地域で生きていくということも，
2, 3の点に分けて考えることが必要であろう。その中の日本との関係
については後に譲るとして，まず地理的に最も近いASEA N諸国との
関係について検討してみたい。オーストラリアはASEA Nを重視して
いるが，ASEAN諸国の中でもオーストラリア人が世界で最も近い国文
は最もプレゼンスを感ヒる固として挙げるのは，インドネシアである。
このことは，インドネシアがオーストラリアの安全保障に直接に係り合
いがあることに基因しているといえよう。翻って考えると，今までにオ
ーストラリア人が自らの安全保障について危機を感じたのは，ごく少い
ケースしか存在しない。一つは第二次大戦中日本の軍慌がオーストラリ
ア沖に接近し，特殊潜行隊3隻がシドニー湾に侵入した例である。又ベ
トナム戦争時には，日本の20倍という広大な面積に，わずか1400万しか
人口がないという事情から，いわゆるforwarddefenceという考え方に
より派兵を行ったことも安全保障の危険の認識に基づいている。しかし
最も直接的に，かっ大きな危険を感じたのは，スカJレノ政権下のインド
ネシアの膨張政策に関してであったと言えよう。インドネシアは地図の
上でオーストラリ7の目と鼻の先にあり，海底では大陸棚でつながって
いる。しかもインドネシアはオ ストラリ7の約9倍の人口を持つ国で
あるということが，オーストラリアに大きな脅威を感じさせるのである。
他方インドネシアは現在，マレーシアとシンガポーJレ等の穏健勢力と同
ビ歩調を保っているということは，オーストラリアにとって大きな安心
剤として作用していると思われ，その意味からもASEA Nを盛り立て
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ていこうとするのが，オーストラザ7の本音であると思われる。
このように，ここ20～30年のオーストラリ7の対外政策の経緯をみる
と，これくらい内容において変化をとげてきた国はないとみられる。す
なわち50年代においては英国，そして60年代には合衆国と最も近い関係
にあり，現在及び将来にわたってはアジア・太平洋地域の中で，アジア
国家として生きていくという具合に，オーストラリアの政策は変化して
きている。過去200年の世界の歴史の動きの中で，西欧の先進文明国と
アジア， 77リカy 中南米等の国々との聞の対立が何らかの形であった
が，ここでオーストラリ 7がアジア・太平洋の中でアジアの人々と共存
共栄していくということは，人類にとっての大きな，前向きな，そして
非常に明るい希望を持たせるエクスベリメントであると考えられる。こ
のことは80年1月の大平前総理のオーストラリ7・ニュージーランド歴
訪の際メルボルンの基調スピーチの中に意識的に挿入したが，会場のオ
ーストラリア人にも大きな拍手をもって迎えられた。彼等にしても日本
の首相がそこまでつっこんでオーストラリアの今後の生き方を考えてい
るということに，十分な評価を与えていると思われるのである。
I 
次に日本人にとって最も関心の深い，オーストラリアと日本との関係
について述べていくことにする。まず日豪主要経済指標（表Ilによると，
わが国の対豪輸入依存度は極めて高いと言える。先ず指摘したいことは，
わが国がオーストラ ＇）7から輸入する鉄鉱石は，わが国の総鉄鋼石輸入
量の約42%に相当するということである。すなわち日本で生産される自
動車100台のうち約42台がオーストラリアの鉄から生産されているとい
うことを意味する。又石炭については，わが国の総輸入量の約46%がオ
ーストラリアから来τおり，しかもこれは原料炭のみの数字であり，今
後，電力及びセメント業界における一般炭の需要が大幅に増える乙とが
確実であり，この分で行けば原料炭及び一般炭ともわが国の総輸入量の
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半分近く乃至はそれ以上になると見られる。 1983年だけをとってみても，
原料炭・燃料炭を合わせた石炭のオーストラリアからの全輸入量は，優
に3千数百万トンを越える膨大な数値になると思われる。
これを逆にオーストラリア側から見ると，対日輸出依存度（同表I)
のように，最も大きな輸出品目である鉄鉱石は全輸出量の67%，石炭（原
料炭のみ）は66%，一般炭も含めると77～78%，銅は84%が日本向けで
あり，これはわが国！がオーストラリアに依存している以上の数字であ
る。又これを貿易額に在おすとわが国の対外貿易（表I）の如く， 1979
年には約s9億ドル， 80年は1月から10月までが84億ドルなので，会計年
度だと llO億ドルに達する見込みである。
他方日本と合衆国の貿易関係についてみると，往復貿易額は昨年が約
550億ドルで，これはオーストラリアの5倍である。合衆国の人口はオー
ストラ ＇）7の16倍である。従ってオーストラリアは合衆国と比べた場合，
16分のlの人々でありながらわが国との聞では合衆国の5分のlの貿易
をしていることになり，仮に1人当りの対日関係漫密度というものがあ
るとすればオーストラリア人と日本人との関係は，アメリカ人と日本人
との約3倍ということになるのではないかと思う。このことは，私が外
務省のオーストラリ7担当課長としてl年8ヶ月間執務をしてきた経験
からも，オーストラリア人，オーストラリア政府の対日配慮，日豪問題
の展望，懸案を片づける際の先方のやり方等まさにアメリカ人の対日イ
ンパクトの3倍という数字は肯けるのである。又マスコミにおける報道
という観点からみても，合衆国において日本のことが報道される3倍以
上の量で日本のことカず取り上げられている。 80年1月の大平前総理のオ
ーストラリア訪問の際も，メルボJレンでの総理演説をテレピが全国に放
送し，更に同日のニュースの時間にも繰り返して報道される等，強い関
心をもって受けとめられた。このようにオーストラリア人の対日渡密度
はアメリカ人に比べではるかに大きいわけであるロ
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I 
以上のような日豪関係の現実を，今後ともいかに円満かっ親密に保っ
ていくかということが，担当の私達に課されている命題であり，又ひい
てはこれからの日本の繁栄・幸福にも通じるものと信ピている。そこで
次にオーストラリアとはいか在る国であるのかについて話を進めていき
たいと思う。豪州資源地図（図1）をみてもわかる通り，例えば西オー
ストラリアはカシミーJレを除くインドと同ビという広大な面積に，イン
ドの500分のl以下の130万人しか住んでいない。ここはオーストラリ 7
最大の鉄の産地であるが，私はつい先日その鉄山を見学してきたが，そ
の際露天堀りのスケールの大きさに驚博を禁じえなかった。また東の
Queenslandは，農業と並んで石炭の大産地である。ここで興味深いのは
オーストラリ7大陸は地質学的にみて成立以来約16億年経っており，日
本の倍近い世界最古の大陸と言われる点である。従って，鉄・石炭・ウ
ラン等の天然資源はオーストラリアではすべて露天堀りであるために，
堀るというよりはむしろ削る，又は押し出すという全く異る形態で採
掘されている。従って採堀のスケーJレは非常に大きい。鉄鋼石の大産地
である Mt.Newmanでは，何と200トン積のトラック200台位が，日本が
200年位にわたっても消費し切れないほどの鉄鉱石を採取していた。又日
本人には余り知られていないが，全世界の約27%の埋蔵量のウランがこ
こに眠っている。現在原子力発電においては安全性の確保が大きな問題
であるが，今後は安全性も一層高まるだろうし，ウランはエネルギー源
として重要性を増していくことは確実である。そのウランも露天堀りで
ある。又オイ Jレシエー Jレについても，その埋蔵量は合衆国には世界全体
の3分のZ，残りがカナダとオーストラリアに分かれている由だが，合
衆国のオイルシエールの大部分はロッキー山脈の下にあり，堀るのは大
変困難な作業である。カナダではツンドラ地帯の下にあり，これまた困
難である。他方オーストラリアの場合には露天堀りで，仮に世界全埋蔵
量の5分の1がオーストラリ7に埋蔵されているとしても，そのほとん
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どがそれ程の困難を伴わずに採堀することが可能在訳である。
このような事実からしでも，日本としてはオーストラリアとの友好関
係は非常に重要である。それは資源エネルギーを確保するという実利的
意味に加えて，今回世界の国際状勢の中で日本にとってどのような関係
か望ましいかという問題に発展しよう。翻って考えると日本の外交の基
軸は対米関係と言える。その関係が一方である中で，他の友好国との関
係を増進させることも大切である。その関係は対ASEAN，対ヨーロッ
パ，対中東等多岐にわたるが，中でもオーストラリアとの関係は今後一
層大切になる。つまり，日本のこれまでの近世の歴史を見ると，アング
ロ・サクソンの諸国と一緒にやっていた時期が最も発展していたと言え
るのではないかと思う。r1可故なら日本入とアングロ・サクソンの人間の
価値観，物の考え方等古可以ており（正直・フェアプレーの尊重等），そのこ
とがアングロ・サクソンと一緒にやっていること自体が，日本自身にと
ってcomfortableということが言えるのではないか。もしそうだとすれ
ば，今後，アングロ・サクソンの中で年々重要性を増していくオースト
ラリ 7との関係が，一きわ重要になってくると考えられるのである。
N 
最後に全体をまとめると，以下の如くである。
まず第一にオーストラリアはアジ7・太平洋の中で生きていく方針を
決定したことが挙げられる。従って日本はこの点でオーストラリアと協
力していくことが重要であり，しかもこの関係は長期的に継続すること
となろう。その具体的方策として，大平前総理カf環太平洋連帯構想、を最
初に提示・紹介した際，これに対して多くの国が様々な反応をしたが，
中でもオーストラリアが最も前向きに反応したと言えよう。何故告らい
くらオーストラリアが太平洋の中で生きることを自らの基本方針とした
といっても， ASEA Nの中において，オーストラリアにとって気心の
しれている園は日本と英連邦のマレーシ7，シンガポーJレであろうし，
94 講演記録
まだまだ不安な要素もあろう。そういう状況の中で，オーストラリアが
最もたよりにしている日本のほうから，総理大臣によって連帯構想が提
示されたということは，オーストラリアにとって非常に喜ばしいことで
あったと考えられる。従って日本とオーストラリアがこの地域で連帯性
を高めていくこと，両国が協議し，協力していく乙とが必要ということ
が第一の点在のである。
第二にオーストラリアという国は非常に資源の豊富な国であり，しか
も例えば鉄をとっても，現在，全く加工を加えず鉄鉱石そのままの形で
輸出している。しかし当然のことながら，この状態を将来も続けていく
わけではなし少くとも若干の第一次的加工を加えたものを輸出したい
という傾向がみられる。そしてその為のノウ・ハウを日本から得たい，
すなわち科学技術に関する協力を日本と共にやっていきたいという希望
を持っている。これは日本にとって必ずしも望ましいことではないかも
しれない。他国が第一次的な加工を施して日本に輸出するということは，
次の第二次的・第三次的加工につ告がり，最終的には完全な製品を輸出
することになり，日本にとって必ずしも具合の良いことではない。しか
しこの過程は長い人類の歴史の中で繰返されてきたことであり，日本も
それを一つの発展段階として甘受せねばならず，従ってオーストラリア
がそのような方向にあるとすれば，これに対して前向きに取組み，必要
ならば協力を惜しまぬ姿勢を持たねばならないと言えよう。
最後に少し長くなるが，オーストラリアと日本の関係と言っても，っ
きつめれば，人間と人間との交流が基本となっている。先程は，単純化
して議論をしやすくするために，貿易関係に限って対日関係濃密度を計
ってみたが，その結果はオーストラリアの場合は合衆国の場合の約3倍
という数字が得られた。しかし貿易の分野で在い他の分野について考え
てみれば，日米関係ははるかに濃密であると言える。一つには駐留軍と
して日本で生活した人々がその当時のJ思い出を持ち乍ら，現在も全米各
地に散らばっているという事実がある。すなわち必ずしも表面には出て
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こないが，国民レベルでの相互的認識又は理解が日米聞には蓄積されて
いて，それが例えば医学上の協力であるとか，学生・芸術家の交流とい
う形で実っていると言えるのである。ところがオーストラリアの場合に
はこの人物交流がこれからという段階である。ライオンズ・クラプ，ロ
ータリー・クラプという民間レベルでの交換学生等の交流はみられるが，
数の上では合衆国の比ではなく，今後の日豪関係の中でこの人物交流と
いう面が重要となってくるであろう。少しでもかかる交流を促進するた
めに， 80年12月にオーストラリア政府との取極めにより実現したのがワ
ーキング・ホリデーの制度である。この制度を一口で言えば， 18歳から
25歳の若者（場合によっては30歳まで）については， TouristVisaで入
国する場合も，予め簡単な審査を経てワーキング・ホリデーの資格を得
ておけば， 7！レバイト程度の仕事なら就労許可がなくとも働くことが出
来るようになったというものである。オーストラリアは既にこの制度を
イギリス，カナダ，アイルランドとの聞に設けており，今般4番目の固
としてわが国と合意したものである。この制度の目的は，学生等の若い
人々が実際の仕事につく機会を通じて国民性を理解し合い，又仕事を通
じて各地を旅行し，お互いに相手を見るスコープを拡げるというところ
にあり，今後の日豪関係に人物交流という点から役立つものと考えられ
る。
もう一つ大事なことは文化交流であるが，もはや歌舞技・能・茶道・
華道等の伝統芸能を海外に紹介して日本文化の異質性を強調する時代は
去ったと考えられる。これまではどちらかと言えば，異質の文化を強調
してきたきらいがあるが，これからは同質な点を強調することが大切に
なると思う。
このように日本とオーストラリアとの関係は非常に緊密かつ重要な謀
題である。しかしそれにもかかわらず，そのことが必ずしも一般に認識
されているとはみられない。以上申し述べたとおり現在のオーストラリ
アとの関係は，鉄や石炭の輸入を通Uて日本の産業にとって欠かせない
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ものであり，又食料の輸入等の面でも日本の国民生活に決定的とも言え
る。経済面のみならず，政治・社会・文化等あらゆる面で，日本にとっ
てオーストラリアとの関係は枢要なものであることを，是非認識して戴
きたいと思うのである。
〈質疑応答〉
質問1 オ ストラリアは日本に対して太平洋地域の防衛について何を
期待しているか。
答 オーストラリアは1980年2月合衆国及びニュージーランドとのアン
ザス同盟にカナダも加えたリムパックに参加したが，日本に対しては
太平洋地域での海上警備を分担してほしいという期待もあると言えよ
う。他方，第二次世界大戦を経験した世代を中心としての消極的態度
も一部にあることは否定出来ず，この問題はオーストラリア圏内でも
今後相当ディスカッションが行われる事柄であろう。
質問2 東西関係においてのオーストラリアの基本的態度はいかなるも
のか。又オーストラリ7の安全保障の基本路線はどこにあるか。
答現在の自由党・国民党の連合内閣である7レーザー政権のもとでは，
ソ連の77ガニスタY侵攻時に10項目政策を発表して合衆国の対ソ制
裁を支持した事実からみても，西側同盟強化の姿勢が強いと言える。
又安全保障の基本路線としては， ASEA N諸国との友好関係特にイ
ンドネシアの平和安定が挙げられ，これは政権が交代しでも変化する
ことはないと考えられる。
質問3 カナダとの比較で，オーストラ ＇）7の州政府と連邦政府との関
係はどうなっているか。
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答 カナダでは， CanadianIdentityを模索する必要が，民族的多様性
と合衆国と国境を接している事実から生まれ，それが川と連邦との聞
に複雑者問題を提起する原因となっているとみられる。連邦制という
点では基本的にカナダと同一であるが，オーストラリアの場合にはこ
のような要素は特に見当らないと思う。
質問4 7ングロ・サクソンが日本人に近いという認識は，外交上他の
民族との関係で支障を生じるのではないか。
答 もちろんどの固とも友好関係を保つことが大切であるが，私個人の
印象として，日本はアングロ・サクソンと物の考え方舟吋以ていると申
し上げた訳である。
質問5 今日の目豪両国関係において，日本がオーストラリアに期待す
ることと，オーストラリアが日本に期待することは何か。
答 日本はオーストラリアに対して将来も資源エネJレギーという点から
相互補完的関係を保っていくと同時に，貿易経済に限定きれないあら
ゆる面でのnaturalpartnerとなってほしいと考えている。又オース
トラ ＇）7は日本に対して，貿易関係はもとより，政治・文化等多くの
分野で，ともに太平洋地域の国であるという認識にたち，協力を深め
ていくことを期待していると思われる。
追記 本稿は1981年5月25自の国際」基督教大学社会科学研究所主催の講ィ高官E録並
ぴに質疑応答を要約したものです。（編集委員会）
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表I 日豪主要経済指標 80年12月現在
単位耳目云ある渇合を除き千ト， (X1178U年目医17/78. ＂＇志76/71.会176年推計）
全世界埋蔵量 豪州埋蔵量 牽州生産量 輸出総量 対日輸出量対 B bカ唖対審
品 目 輸出依存度 績λ依存度
(79'手推計） (7"年推計｝ 同年推計］ 同／79) 同／79) ｛花／79) (79，暦年l
世産制
鉄鉱石 お~IXXl.IXXl 17.ぽ..仮泊 ＂・＇削 79.邸4 53.318 67.0% 42.4% 
石 炭 12.5蝿，｛削．【削 219，依XI.欧. 11¥768 38, 278 お.136 65.7% 46.2% 
銅 弘3.醐 9.醐 ぉ。 132 ιlll 841% 5.2% 
ボー キサイト 2.7凪醐 4脱却目淘 26.醐 倒7%
ウラン x 2.40 x 430 O.S:l 
天探ガ兄 XIO億立方7'－ト X!O値立方7<ート
2.30.IXJ 初I拙
鉛 鉱 157.IXl 2.醐 410 72 9 ロ5% 67% 
亙鉛鉱 24-0α. 24醐 4関 " お3 51.4% 26.6% ・ー4・・・ 4・4・・・’E・............ ・ー・，.....・......．．．．．．．． ・.....・e・．．．．．．．．． ・・.“・・“・ ・．．．．．．．．
(tl'下全世界生産量B
虚 191目α. 5.40 4.51 3.297 731% 47.8% 
鳴り産抽） (79年縫It) (78凋推計）
牛 肉 45.363 2.02 茸＂＇ 担 112% π5% 
羊 肉 5,502 日4 148 隠 419% 国.0%
砂 機 ぬ910 2.笥. 1.84-0 白ヨ8 37.4% 27.6% 
小 表 4お.418 18.ぉo 6.叡. 説日9 14.3% 20.2% 
羊 毛 2.釘6 下ω 館7 20 319% 151% 
テズ 1.012 141 51 24 47.0% ぉ2%
1< ~ - 6,918 101 26 0.4 1.5% 13.9% 
揖 乳 4.16市 160 84 5 6.0% 4.6泌
表E わが国の対外貿易（単位：百万米ドル）
最近の対豪貿易動向
暦 年わが国の貿易総額 対豪 シェア 輸出総額 対豪 シェア 繍入総額 対豪 シェア
（%｝ ｛%） （%） 
1'71 43. 731 2.471 57 24.019 冗9 3.0 19. 712 1.布2 89 
1972 52.061 2.鎚3 56 28. 591 泥8 25 23.470 2.'"' 94 
1973 7尽忽4 ＇復調8 6 2 36.銃犯 1.1田 3.2 38. 314 3.495 9.1 
1974 17.似5 6.023 5 I 5.5.535 1.998 3.6 62.110 4，位5 6 5 
1初5 113.616 5.邸5 5 2 5.お3 1. 739 3.1 57.桜沼 4.156 7 2 
1976 13'.回4 ＇・＂ぬ 5.8 fI目226 2.お9 3.4 64. 798 5目361 &3 
19η 149.お5 7.614 5.1 凪 675 2.328 2.7 凪 590 5.286 a3 
1978 176,飽6 7. 92 4.5 97.543 2.692 2.8 79目録3 5.000 &7 
1979 213. 7叫 ..銭高 4 2 1凪 ωε 2.印7 2.5 110目0/2 6,お8 5. 7 
1980I1～10月） 忽0.537 8.439 3.8 104.305 2，俗4 2.6 16. 2l2 5π3 50 
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